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瑞
穂
「
狭
山
茶
場
之
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

東
京
○
一

狭
山
茶
場
之
碑

勝
海
舟

井
上
脩

鈴
木
尚
寛

鐫
刻

撰
文
年

住
所

場
所

備
考

―

一
八
七
八
・
明
治
一
一

瑞
穂
町
箱
根
ヶ
崎

狭
山
神
社

一
．
は
じ
め
に

明
治
維
新
後
、
海
外
と
の
貿
易
が
本
格
化
す
る
と
、
初
期
の
主
な
輸
出
産
物
は
、
絹
糸
と
茶
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
銘
茶
を
産
す
る
と
誇
る
狭
山
の
地
で
、
そ
れ
を
顕
彰
す
る
石
碑
が
三
基
建
て
ら
れ
た
。
本
石
碑

は
そ
の
二
番
目
の
も
の
で
、
狭
山
ヶ
池
の
あ
る
箱
根
ヶ
崎
周
辺
こ
そ
、
狭
山
茶
発
祥
の
地
で
あ
る
と
説
く
。

○
写
真
１

石
碑
正
面
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○
写
真
２

題
額

○
写
真
３

「
碑
記
」
部
分

二
．
翻
刻
並
び
に
訳
注

■
翻
刻

●
題
字
（
草
書
体
）

狭
山

茶
場

之
碑

海
舟
勝
安
芳
書
落
款
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●
碑
記
（
隷
書
体
）

来
邦
物
産
頗
多
而
劍
受
賞
譽
于
歐
米
各
國
者
為
繭
絲
及
茶
夫
其
受
賞
譽
如
此

者
不
特
出
于
灰
土
地
氣
候
之
宜
職
培
養
之
巧
與
製
造
之
精
之
由
也
繭
絲
之
産

毛
甲
奥
信
皆
爲
劍
良
而
茶
獨
推
城
州
宇
治
矣
轉
州
狹
山
古
出
名
茶
而
狹
山
茶

園
之
名
籍
〃
于
跣
湖
中
廢
無
聞
文
化
中
邑
人
更
闢
茶
園
于
山
西
以
襲
其
古
名

故
祭
酒
復
齋
林
公
甚
嘉
之
記
碑
面
曰
継
承
不
墜
益
殖
其
産
則
狹
山
之
種
將
不

讓
宇
治
近
者
又
邑
人
若
干
相
謀
曰
今
之
所
謂
狹
山
池
之
傍
實
爲
古
茶
園
之
趾

付
諸
荒
蕪
可
乎
乃
相
共
出
資
開
茶
園
欲
盛
大
之
以
復
于
古
夫
文
化
中
之
舉
非

蜑
其
膽
趾
而
闢
之
而
林
公
嘉
之
期
以
與
宇
治
並
立
今
日
之
舉
公
而
在
其
喜
果

如
何
乎
然
余
之
所
望
有
甚
漁
公
者
蓋
公
之
時
外
交
未
開
專
給
邦
内
之
用
宜
其

所
望
不
過
比
肩
于
宇
治
也
今
也
萬
國
通
商
竒
盛
物
産
興
公
利
苟
從
事
于
物
産

者
不
可
不
奮
發
勉
勵
與
海
外
諸
國
較
其
精
巧
也
来
茶
既
為
歐
米
各
國
所
賞
譽

於
此
乎
益
巧
其
巧
兪
精
其
精
終
至
使
海
外
諸
國
曰
日
本
之
茶
固
佳
而
狹
山
所
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出
劍
佳
則
豈
非
来
邦
之
一
榮
譽
界
聞
近
苔
海
外
諸
國
種
茶
之
術
日
開
英
之
漁

印
度
魯
之
漁
西
比
利
亞
米
之
於
加
里
福
尼
駸
々
進
歩
將
入
佳
域
數
年
之
後
彼

或
奪
灰
之
賞
譽
亦
不
可
知
也
抑
邦
人
嚮
濫
製
繭
絲
頓
生
不
售
之
色
而
佛
伊
兩

國
之
製
獨
擅
賞
譽
豈
可
復
使
茶
履
繭
絲
之
轍
界
是
亦
在
従
事
于
其
業
者
之
奮

發
勉
勵
如
何
而
已
矣
邑
人
徴
記
于
余
固
辭
不
許
因
書
此
言
貽
之

呷
治
十
一
苔
十
月

岡
山
井
上
脩
子
勉
撰
文

東
街
鈴
木
尚
邇
皿
卿
書

○
異
体
字
等

○
来

我
。

○
劍

最
。

○
灰

我
。

○
轉

武
。

○
跣

江
。

○
蜑

就
。

○
膽

舊
。

○
漁

於
。

○
竒

競
。

○
界

哉
。

○
苔

年
。

○
呷

明
。

○
街

京
。

○
邇

寛
。

○
皿

温
。
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■
訳
注

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

我
邦
物
産
頗
多
、
而
最
受
賞
譽
于
歐
米
各
國
者
、
爲
繭
絲
及
茶
。

夫
其
受
賞
譽
如
此
者
、
不
特
出
于
我
土
地
氣
候
之
宜
、
職
培
養
之
巧
與
製
造
之
精
之
由
也
。

繭
絲
之
産
、
毛
甲
奥
信
皆
爲
最
良
、
而
茶
獨
推
城
州
宇
治
矣
。

武
州
狹
山
、
古
出
名
茶
。
而
狹
山
茶
園
之
名
、
籍
籍
于
江
湖
、
中
廢
無
聞
。

文
化
中
、
邑
人
更
闢
茶
園
于
山
西
、
以
襲
其
古
名
。

故
祭
酒
復
齋
林
公
、
甚
嘉
之
、
記
碑
面
、
曰
、

継
承
不
墜
、
益
殖
其
産
、
則
狹
山
之
種
、
將
不
讓
宇
治
。

近
者
又
邑
人
若
干
相
謀
曰
、

今
之
所
謂
狹
山
池
之
傍
、
實
爲
古
茶
園
之
趾
。

付
諸
荒
蕪
、
可
乎
。

乃
相
共
出
資
、
開
茶
園
、
欲
盛
大
之
、
以
復
于
古
。

夫
文
化
中
之
舉
、
非
就
其
舊
趾
而
闢
之
。
而
林
公
嘉
之
、
期
以
與
宇
治
並
立
。

今
日
之
舉
、
公
而
在
、
其
喜
果
如
何
乎
。

然
余
之
所
望
、
有
甚
於
公
者
。

蓋
公
之
時
、
外
交
未
開
、
專
給
邦
内
之
用
、
宜
其
所
望
不
過
比
肩
于
宇
治
也
。

今
也
、
萬
國
通
商
、
競
盛
物
産
、
興
公
利
。

苟
從
事
于
物
産
者
、
不
可
不
奮
發
勉
勵
、
與
海
外
諸
國
、
較
其
精
巧
也
。

我
茶
既
爲
歐
米
各
國
所
賞
譽
。

於
此
乎
、
益
巧
其
巧
、
兪
精
其
精
、
終
至
使
海
外
諸
國
曰
、

日
本
之
茶
固
佳
、
而
狹
山
所
出
最
佳
。

則
豈
非
我
邦
之
一
榮
譽
哉
。

聞
、
近
年
海
外
諸
國
、
種
茶
之
術
日
開
。

英
之
於
印
度
、
魯
之
於
西
比
利
亞
、
米
之
於
加
里
福
尼
、
駸
々
進
歩
、
將
入
佳
域
。

數
年
之
後
、
彼
或
奪
我
之
賞
譽
、
亦
不
可
知
也
。

抑
々
邦
人
嚮
濫
製
繭
絲
、
頓
生
不
售
之
色
。

而
佛
伊
兩
國
之
製
、
獨
擅
賞
譽
。

豈
可
復
使
茶
履
繭
絲
之
轍
哉
。

是
亦
在
從
事
于
其
業
者
之
奮
發
勉
勵
如
何
而
已
矣
。

邑
人
徴
記
于
余
。
固
辭
不
許
。

因
書
此
言
貽
之
。

明
治
十
一
年
十
月
、

岡
山
井
上
脩
子
勉
撰
文
。

東
京
鈴
木
尚
寛
温
卿
書
。

●
訓
訳

我
が
邦
の
物
産

頗

る
多
く
し
て
、
最
も
賞
譽
を
歐
米
各
國
に
受
く
る
者
は
、
繭
絲
及
び
茶
た
り
。

す
こ
ぶ

夫
れ
其
の
賞
譽
を
受
く
る
こ
と
此
く
の
如
き
は
、
特
だ
に
我
が
土
地
氣
候
の
宜
し
き
に
出
づ
る
に
あ
ら
ず

か

た

し
て
、

職

と
し
て
培
養
の
巧
と
製
造
の
精
と
の
由
な
り
。

し
よ
く

繭
絲
の
産
は
、
毛
甲
奥
信
、
皆
な
最
も
良
し
と
な
す
。
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而
し
て
茶
は
獨
り
城
州
宇
治
を
推
す
の
み
。

武
州
狹
山
は
、
古
へ
名
茶
を
出
だ
す
。
而
し
て
狹
山
茶
園
の
名
は
、
江
湖
に
籍
籍
た
り
。

中
ご
ろ
廢
れ
、
聞
く
無
し
。

文
化
中
、
邑
人
更
め
て
茶
園
を
山
西
に
闢
き
、
以
て
其
の
古
名
を
襲
ふ
。

故
に
祭
酒
復
齋
林
公
、
甚
だ
之
を
嘉
し
、
碑
面
に
記
し
て
、
曰
く
、

よ
み

「
繼
承
し
て
墜
と
さ
ず
、
益
々
其
の
産
を
殖
や
せ
ば
、
則
ち
狹
山
の
種
、
將
に
宇
治
に
讓
ら
ざ
ら
ん
と
す
」

ふ

と
。

近

者
又
邑
人
若
干
、
相
ひ
謀
り
て
曰
く
、

ち
か
ご
ろ

今
の
所
謂
る
狹
山
池
の
傍
は
、
實
に
古
茶
園
の
趾
た
り
。

い
は
ゆ

諸
を
荒
蕪
に
付
し
て
、
可
な
ら
ん
や
、
と
。

こ
れ

乃
ち
相
ひ
共
に
資
を
出
だ
し
て
、
茶
園
を
開
き
、
之
を
盛
大
に
し
て
、
以
て
古
に
復
せ
ん
と
欲
す
。

夫
れ
文
化
中
の
舉
は
、
其
の
舊
趾
に
就
き
て
之
を
闢
く
に
非
ず
。
而
も
林
公
、
之
を
嘉
し
、
期
す
る
に
宇

治
と
並
立
す
る
を
以
て
す
。

今
日
の
舉
、
公
、
在
せ
ば
、
其
の
喜
び
、
果
し
て
如
何
な
ら
ん
。

い
ま

然
り
し
て
余
の
望
む
所
は
、
公
よ
り
甚
し
き
者
有
り
。

蓋
し
公
の
時
、
外
交
未
だ
開
け
ず
、
專
ら
邦
内
の
用
に
給
す
。

宜
ん
ど
其
の
望
む
所
は
、
宇
治
に
比
肩
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。

ほ
と

今
や
、
萬
國
通
商
し
、
競
ひ
て
物
産
を
盛
ん
に
し
、
公
利
を
興
す
。

苟
く
も
物
産
に
從
事
す
る
者
は
、
奮
發
勉
勵
し
て
、
海
外
諸
國
と
、
其
の
精
巧
を
較
べ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

我
が
茶
は
既
に
歐
米
各
國
の
賞
譽
す
る
所
と
な
る
。

此
に
お
い
て
か
、
益
々
其
の
巧
を
巧
に
し
て
、
兪
々
其
の
精
を
精
に
し
て
、
終
に
海
外
諸
國
を
し
て
、「
日

本
の
茶
は
固
よ
り
佳
し
、
而
し
て
狹
山
出
す
所
最
も
佳
し
」
と
曰
は
し
む
る
に
至
ら
ば
、
則
ち
豈
に
我
が

邦
の
一
榮
譽
に
非
ず
や
。

聞
く
、

「
近
年
、
海
外
諸
國
、
茶
を
種
う
る
の
術
、
日
に
開
く
。
英
の
印
度
に
お
け
る
、
魯
の
西
比
利
亞
に
お
け

る
、
米
の
加
里
福
尼
に
お
け
る
、
駸
々
と
し
て
進
歩
し
、
將
に
佳
域
に
入
る
ら
ん
と
す
」
と
。

數
年
の
後
、
彼
れ
、
或
ひ
は
我
の
賞
譽
を
奪
は
ん
こ
と
、
亦
た
知
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

抑
々
、
邦
人
、
嚮
に
繭
絲
を
濫
製
し
、
頓
に
售
れ
ざ
る
の
色
を
生
ず
。

さ
き

と
み

う

而
し
て
佛
伊
兩
國
の
製
、
獨
り
賞
譽
を

擅

に
す
。

ほ
し
い
ま
ま

豈
に
復
た
茶
を
し
て
繭
絲
の
轍
を
履
む
ま
し
む
べ
け
ん
や
。

是
れ
亦
た
其
の
業
に
從
事
す
る
者
の
奮
發
勉
勵
如
何
に
在
る
の
み
。

邑
人
、
記
を
余
に
徴
む
。
固
く
辭
す
る
も
許
さ
れ
ず
。

も
と

因
り
て
此
の
言
を
書
し
て
之
を
貽
る
。

お
く

明
治
十
一
年
十
月
、

岡
山
井
上
脩
子
勉
、
文
を
撰
す
。

東
京
鈴
木
尚
寛
温
卿
、
書
す
。

●
人
物

○
海
舟
勝
安
芳

文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
か
ら
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
。
名
は
安
芳
。
通
称
麟

太
郎
、
海
舟
は
号
。
安
房
と
も
称
し
た
。
旗
本
小
普
請
組
勝
小
吉
の
長
男
。
万
延
元
（
一
八
六
○
）
年
の

咸
臨
丸
の
ア
メ
リ
カ
派
遣
に
艦
長
と
し
て
参
加
。
帰
国
後
、
軍
艦
奉
行
な
ど
を
歴
任
し
、
海
軍
の
創
設
に
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尽
力
し
た
。
維
新
後
は
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
海
軍
卿
に
就
任
す
る
な
ど
、
な
お
維
新
政
府
で
力

が
あ
っ
た
。
本
碑
題
額
揮
毫
は
、
五
十
五
歳
の
と
き
。

○
祭
酒
復
齋
林
公

祭
酒
は
、
祭
祀
饗
宴
に
お
い
て
神
に
酒
を
捧
げ
る
係
。
祭
や
宴
の
主
。
転
じ
て
、
教

育
研
究
機
関
の
長
官
、
主
任
教
授
。
こ
こ
で
は
昌
平
黌
教
授
。
林

韑

（
寛
政
十
二
（
一
八
○
○
）
年
か

あ
き
ら

ら
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
）
。
林
家
八
代
述
斎
の
第
六
子
。
書
物
奉
行
、
西
丸
留
守
居
役
な
ど
を
歴
任
、

嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
に
本
家
を
相
続
し
、
大
学
頭
を
名
乗
り
、
復
斎
と
号
し
た
。
全
権
の
一
人
と
し

て
、
同
七
（
一
八
五
四
）
年
の
日
米
和
親
条
約
に
調
印
。
江
戸
時
代
の
対
外
関
係
資
料
を
ま
と
め
た
「
通

航
一
覧
」
を
編
纂
し
た
。
狹
山
茶
場
碑
群
の
劈
頭
を
飾
る
「
重
闢
茶
塲
碑
」
を
撰
文
し
た
。

○
井
上
脩
子
勉

天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
か
ら
明
治
四
十
一
（
一
九
○
八
）
年
（
『
岡
山
県
人
物
伝
』

他
。
『
岡
山
県
歴
史
人
物
大
事
典
』
は
［
一
八
四
五
～
一
九
一
○
］
と
す
る
）
。
備
前
岡
山
藩
士
で
、
井

上
蘭
台
の
末
裔
。
代
々
江
戸
に
住
し
た
。
諱
は
脩
（
『
備
作
人
名
大
辞
典
』
で
は
、
健
）。
子
勉
は
、
字
。

幼
名
千
太
郎
、
号
が
復
斎
。
大
槻
磐
渓
・
田
口
江
村
に
学
ぶ
。
尊
王
攘
夷
に
与
し
、
国
事
周
旋
方
に
任
命

さ
れ
て
藩
内
の
意
見
と
り
ま
と
め
に
奔
走
。
水
戸
の
武
田
耕
雲
斎
と
も
親
し
く
交
流
し
た
。
明
治
元
年
岡

山
に
帰
り
、
同
二
年
藩
校
の
教
授
。
廃
藩
後
は
再
び
東
京
へ
出
て
、
海
軍
省
、
図
書
寮
出
仕
、
学
習
院
教

授
も
つ
と
め
た
。
こ
の
碑
文
撰
文
は
、
三
十
八
歳
の
と
き
。
題
額
揮
毫
者
の
勝
海
舟
と
は
、
幕
末
期
や
海

軍
省
時
代
に
知
遇
を
得
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

○
鈴
木
尚
寛
温
卿

不
詳
。

●
注

○
物
産

天
然
・
人
工
の
産
物
。

○
賞
譽

褒
め
る
。

○
繭
絲

絹
糸
。

○
其

繭
絲
と
茶
。

○
職

主
に
。

○
毛

両
毛
。
上
野
（
群
馬
県
）
と
下
野
（
栃
木
県
）。

○
甲

甲
斐
（
山
梨
県
）。

○
奥

陸
奥
（
福
島
・
宮
城
・
岩
手
・
青
森
県
）。

○
信

信
濃
（
長
野
県
）。

○
城
州

山
城
（
京
都
府
）。

○
武
州

武
蔵
（
東
京
都
・
埼
玉
県
）。

○
茶
園

お
茶
畑
。
茶
場
と
同
じ
だ
ろ
う
が
、
本
碑
文
で
は
、
題
額
で
は
「
茶
塲
」
と
す
る
も
が
「
碑
記
」

で
は
「
茶
園
」
で
通
し
て
い
る
。

○
籍
籍

名
声
が
と
ど
ろ
く
さ
ま
。
栄
西
が
宋
か
ら
茶
種
を
持
ち
帰
り
、
弟
子
の
高
弁
が
日
本
国
内
で
茶

の
栽
培
に
適
し
て
い
る
土
地
を
五
カ
所
選
び
、
茶
を
植
え
た
と
い
う
話
が
あ
る
。
そ
の
五
場
の
ひ
と
つ
が

河
越
と
さ
れ
「
河
越
茶
」
の
名
が
あ
る
。
た
だ
し
、
河
越
茶
の
名
が
当
時
、
世
間
に
響
き
渡
っ
た
と
い
う

話
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

○
江
湖

世
の
中
、
世
間
。

○
中

ふ
た
つ
の
も
の
の
間
。
昔
有
名
だ
っ
た
と
き
と
、
文
政
年
間
に
再
興
し
た
と
き
と
の
間
の
時
期
。

「
そ
の
後
」
と
訳
し
た
。

○
山
西

山
の
西
側
。
狹
山
茶
塲
再
興
は
、
狹
山
丘
陵
の
北
側
で
あ
る
。

○
名

名
跡
、
名
前
（
評
判
）
と
業
績
。
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○
荒
蕪

雑
草
が
生
い
茂
り
荒
れ
果
て
て
い
る
さ
ま
。

○
可
乎

そ
れ
で
よ
い
だ
ろ
う
か
、
い
や
よ
く
な
い
。

○
外
交
未
開

江
戸
時
代
、
私
貿
易
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
言
う
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
幕
府
に
よ
る

統
制
さ
れ
た
輸
出
入
は
、
長
崎
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
た
。

○
宜

だ
い
た
い
、
お
そ
ら
く
。

○
物
産

こ
こ
で
の
「
物
産
」
は
産
物
を
作
り
出
す
こ
と
と
、
そ
れ
を
売
る
こ
と
を
含
む
。

○
公
利

公
は
、
お
お
や
け
、
国
家
。
国
利
。

○
奮
發

奮
い
立
つ
。

○
勉
勵

つ
と
め
は
げ
む
。

○
駸
々

馬
が
速
く
走
る
さ
ま
。
非
常
に
速
い
さ
ま
。

○
佳
域

と
て
も
良
質
の
レ
ベ
ル
。

○
抑
々

さ
ら
に
。

○
濫
製

節
度
な
く
む
や
み
や
た
ら
に
作
る
。
質
を
度
外
視
し
て
大
量
に
作
る
こ
と
。
粗
製
濫
造
。

○
頓

急
に
、
に
わ
か
に
。「
と
ん
と
」
の
意
味
を
含
む
な
ら
、
ま
る
っ
き
り
、
さ
っ
ぱ
り
。

○
色

よ
う
す
、
情
勢
。

●
口
語
訳

【
日
本
の
二
大
輸
出
品
：
絹
糸
と
茶
】

我
が
国
の
産
物
で
、
欧
米
で
最
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
の
は
、
絹
糸
と
お
茶
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
日
本
の
絹
糸
と
茶
が
こ
の
よ
う
な
評
価
を
得
て
い
る
の
は
、
我
が
国
の
土
地
と
気
候
が
、

良
質
な
絹
糸
と
お
茶
を
産
出
す
る
の
に
適
し
て
い
る
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
、
カ
イ
コ
や
茶
葉

を
培
養
栽
培
す
る
こ
と
の
た
く
み
さ
と
、
製
品
化
す
る
製
造
加
工
の
精
緻
さ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

絹
糸
の
産
地
と
し
て
は
、
群
馬
・
栃
木
、
山
梨
、
東
北
東
部
、
長
野
な
ど
が
、
最
も
良
質
だ
と
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
お
茶
は
京
都
の
宇
治
だ
け
が
推
賞
さ
れ
て
い
る
。

【
狹
山
茶
の
興
廃
】

武
蔵
の
狹
山
は
、
か
つ
て
は
名
茶
を
産
出
し
て
い
た
。
そ
し
て
狹
山
茶
園
の
名
は
、
世
間
に
と
ど
ろ
き

渡
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
廃
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
名
は
全
く
聞
か
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
っ
た
。

そ
れ
が
、
文
化
年
間
に
、
狹
山
の
村
人
が
茶
園
を
狹
山
の
地
に
復
活
さ
せ
、
古
い
名
跡
を
継
承
し
た
。

【
初
め
の
「
茶
塲
碑
」
の
建
立
】

そ
こ
で
、
昌
平
黌
教
授
の
林
復
斎
公
は
、
こ
の
こ
と
を
と
て
も
よ
い
こ
と
だ
と
褒
め
、
碑
文
を
撰
述
さ

れ
た
が
、
そ
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

「
（
今
以
後
、
狭
山
の
郷
の
子
孫
た
ち
が
、
）
こ
の
茶
業
を
継
承
し
て
落
と
す
こ
と
無
く
、
ま
す
ま
す

そ
の
産
業
を
盛
ん
に
し
て
い
け
ば
、
狭
山
の
お
茶
も
宇
治
に
劣
ら
な
い
も
の
と
な
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
」
と
。

【
箱
根
ヶ
崎
に
お
け
る
あ
ら
た
な
「
茶
場
碑
」
の
企
て
】

ま
た
近
頃
、
狹
山
の
村
人
た
ち
が
相
談
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
現
在
の
狹
山
池
の
あ
た
り
が
、
実
際
の
昔
の
茶
園
の
跡
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
そ
の
場
所
を
荒
れ
果
て

た
ま
ま
に
放
置
し
て
い
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
い
や
よ
く
な
い
だ
ろ
う
」
と
。

そ
こ
で
み
な
で
資
金
を
出
し
合
い
、
あ
ら
た
め
て
茶
園
を
開
き
、
茶
業
を
盛
大
な
も
の
に
し
て
、
古
の

狹
山
茶
の
名
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
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【
箱
根
ヶ
崎
茶
場
の
意
義
（
一
）
旧
地
で
の
再
興
】

そ
も
そ
も
、
文
化
年
間
の
茶
場
再
興
の
事
業
は
、
も
と
も
と
茶
場
が
あ
っ
た
場
所
で
も
う
一
度
茶
場
を

開
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

そ
う
で
は
あ
っ
た
が
、
林
復
斎
公
は
、
こ
の
事
業
を
褒
め
て
、
銘
茶
の
産
地
と
し
て
宇
治
と
並
び
立
つ

も
の
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。

も
し
も
、
林
復
斎
公
が
今
こ
こ
に
い
て
、
も
と
も
と
茶
場
が
あ
っ
た
場
所
で
、
茶
場
が
再
興
さ
れ
た
こ

と
を
目
に
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
喜
び
た
る
や
、
さ
ぞ
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

【
箱
根
ヶ
崎
茶
塲
の
意
義
（
二
）
外
国
製
品
と
の
競
争
】

し
か
し
、
わ
た
し
が
茶
場
再
興
に
望
む
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
林
復
斎
公
の
こ
ろ
に
は
な
か
っ
た
大
き

な
問
題
が
あ
る
。

思
う
に
、
林
復
斎
公
の
時
代
は
、
外
国
と
の
私
貿
易
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
で
、
お
茶
の
供
給
先
は
、

も
っ
ぱ
ら
日
本
国
内
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
望
む
こ
と
と
言
え
ば
、
だ
い
た
い
宇
治
と
肩
を
な
ら
べ
る
こ
と

に
留
ま
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
現
代
は
、
世
界
中
の
国
が
通
商
を
し
て
お
り
、
物
産
を
作
り
売
る
こ
と
を
競
い
合
い
、
国
利

を
あ
げ
る
こ
と
に
邁
進
し
て
い
る
。
物
産
に
従
事
す
る
も
の
な
ら
ば
、
誰
も
が
奮
い
立
っ
て
つ
と
め
は
げ

み
、
産
物
の
た
く
み
さ
と
精
緻
さ
に
お
い
て
、
諸
外
国
と
競
い
、
勝
利
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

我
が
狹
山
の
お
茶
は
、
現
在
の
所
、
欧
米
各
国
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
そ
こ
で
、
益
々
た
く

み
さ
を
増
し
て
ゆ
き
、
い
よ
い
よ
精
緻
さ
を
極
め
て
い
っ
て
、
つ
い
に
は
諸
外
国
か
ら
「
日
本
の
お
茶
が

と
て
も
よ
い
も
の
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
中
で
も
狹
山
産
は
最
高
だ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
日
本
随
一
の
栄
誉
で
は
な
か
ろ
う
か
。

【
諸
外
国
の
茶
産
業
の
発
展
】

わ
た
し
は
次
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。

「
近
年
、
海
外
諸
国
に
お
い
て
、
お
茶
の
栽
培
製
造
技
術
が
日
に
日
に
進
歩
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お

け
る
イ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
シ
ベ
リ
ア
、
米
国
に
お
け
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
な
ど
は
、
急
速
に
発
展

し
て
い
て
、
も
は
や
高
レ
ベ
ル
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
数
年
の
内
に
、
こ
れ
ら
の
国
の
お
茶
が
、
わ
が
日
本
の
お
茶
の
評
価
を
凌
駕
す
る
こ

と
に
な
ら
な
い
と
も
限
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

【
絹
糸
業
の
轍
】

さ
ら
に
言
え
ば
、
さ
き
に
日
本
で
は
絹
糸
を
粗
製
濫
造
し
て
し
ま
い
、
品
質
の
保
証
が
な
く
な
っ
た
こ

と
か
ら
評
価
を
落
と
し
、
突
然
、
さ
っ
ぱ
り
売
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ

ア
両
国
製
の
絹
糸
が
、
高
い
評
価
を
独
占
す
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

あ
あ
、
ど
う
し
て
お
茶
に
、
絹
糸
の
失
敗
を
繰
り
返
さ
せ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
も
ま
た
、
茶
産
業
に
従
事
す
る
君
た
ち
狹
山
の
人
々
の
、
発
憤
と
勉
励
に
か
か
っ
て
い
る
の
だ
。

【
碑
記
撰
文
の
依
頼
】

狹
山
箱
根
ヶ
崎
の
村
人
が
、
碑
記
を
わ
た
し
に
依
頼
し
て
き
た
。
そ
の
任
に
非
ず
と
固
く
辞
退
し
た
の

だ
が
、
許
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
こ
こ
に
駄
文
を
記
し
て
贈
る
こ
と
と
す
る
。

【
記
事
】

明
治
十
一
年
十
月
、

岡
山
の
井
上
脩
が
文
を
撰
述
し
た
。

東
京
の
鈴
木
尚
寛
が
書
し
た
。
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三
．
参
考
資
料

①
本
文
翻
刻
な
ら
び
に
意
訳

・
瑞
穂
町
『
瑞
穂
町
史
』（
一
九
七
四
）

②
訓
読
な
ら
び
に
解
説

・
大
護
八
郎
、
埼
玉
県
茶
業
協
会
著
『
狭
山
茶
業
史
』（
埼
玉
県
茶
業
協
会
、
一
九
七
三
）。

③
関
連
碑
文

・
宮
寺
「
重
闢
茶
塲
碑
」（
「
入
間
○
二
」）

・
金
子
「
狹
山
茶
塲
碑
」（
「
入
間
○
三
」）

・
宮
寺
「
茶
塲
後
碑
」（
「
入
間
○
四
」
）

・
金
子
「
北
狹
山
茶
場
碑
」（
「
入
間
○
五
」）

以
上

二
○
二
四
年
七
月
、
薄
井
俊
二
が
訳
す


